
公安委員会

訓洲No. 瓦

平成27年度全国警察柔道選手権大会及び

全国警察剣道選手権大会の開催について

平成27年9月3日

人事課

1開催日時
平成27年9月11日（金）午前9時00分から午後6時00分ころまで

2 開催場所
日本武道館

3競技方 法
(1)

(2)

柔道（トーナメント戦・男子5分間、女子4分間の1本勝負、
に勝敗が決しない場合は、時間無制限の延長戦）
ア男子個人戦

時間内

無差別、100kg級、90kg級、81kg級、73kg級及び66kg級の6階級
イ女子個人戦

63kg超級、63kg級及び52kg級の3階級
剣道（トーナメント戦・時間無制限の1本勝負）
男子個人戦及び女子個人戦

4出場選手
(1)柔道211名

(2)

ア男子171名
・皇宮警察本部及び各都道府県警察代表選手
・昨年度全国警察柔道選手権大会成績上位者
・本年度部 外大会出場者

イ女子40名
皇宮警察本部及び各都道府県警察代表選手

剣道213名
ア男子124名

・皇宮警察本部及び各都道府県警察代表選手
・昨年度全国警察剣道選手権大会成績上位者
・昨年度部外大会成績上位者

イ女子89名
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皇宮警察本部及び各都道府県警察代表選手89名

(1)柔道

男子、女子の各階級優勝及び第2位計18名
(2)剣道

6そ

男子～優勝、
女子～優勝、

の他
本年度

10月
10月
11月

大会当

お
日
日
日

第2位、第3位(2名)及び第5位(4名）
第2位及び第3位(2名） 計12名

(1)本年度におけるその他の警察術科大会の開催日程
ア10月13日（火）全国警察剣道大会（団体戦）
イ10月14日（水）全国警察柔道大会（団体戦）
ウ11月17日（火）全国警察逮捕術大会及び全国警察拳銃射撃競技大会

(2)大会当日は、午後2端0分から閉会式まで、部内に中継予定
(3)テレビ朝日が全国警察剣道選手権大会の模様を撮影し、後日csチャ

ンネルで放映予定



公安委員会

説明資料No. 雪

平成27年上半期のインターネット
バンキングに係る不正送金事犯の
発生状況等について

平成27年9月3日

情報技術犯罪対策課

1平成27年上半期の発生状況

(1)発生件数及び被害額754件約15億4400万円

※被害額・・・犯人が送金処理を行ったすべての額

※実被害額・・・「被害額」から金融機関が不正送金を阻止した額を差し引いた実質的な被害額

(2)特徴
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○前年下半期は、被害がやや減少していたものの、本年上半期は再び
増加に転じた

○信用金庫、信用組合、農業協同組合、労働金庫に被害が拡大（別
紙「1」、「2」、「3」）

○特に信用金庫の法人口座で被害が急増（別紙「2」、「3」）
○不正送金先口座は、中国人名義のものが過半数を占める(別紙「5」）

2取組状況

(1)口座売買等の関連事件58事件で88人を検挙（前年同期比-11事件．

-45人、前年下半期では＋12事件・－12人)(別紙「6」）

(2)外国捜査機関と連携したウイルス通信先サーバの停止

(3)ウイルス無害化措置による被害拡大防止対策の実施

(4)信用金庫に対して当日送金の停止等の被害防止対策を要請

3今後の取組

(1)事件の徹底検挙及び関係機関等と連携した被害防止対策の継続実施

(2)（一財）日本サイバー犯罪対策センター(JC3)との連携強化
(3)外国捜査機関との一層の連携強化
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期間 件数
被害額

(実被害額）

H27上 754件
約15億4400万円

(約13億7500万円）

H26下 619件
約10億5800万円

(約7億2600万円）

H26上 1,257件
約18億5100万円

(約17億1000万円）
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※別添資料省略

公安委 員 会

説明資料No. 3

平成27年上半期の薬物・銃器情勢

について（暫定値）

平成27年9月3日

薬物銃器対策課

【薬物情勢】
1薬物事犯の検挙状況

○薬物事犯検挙人員は前年同期比
で増加。

○覚醒剤事犯検挙人員は横ばいの
一方で、大麻事犯検挙人員は増加。

2覚醒剤密輸入事犯の検挙状況

○検挙件数・押収量は前年同期比
で減少。

●
●
中国、メキシコ仕出しの減少
｢運び屋」検挙件数の減少

3危険ドラッグ事犯の検挙状況
○指定薬物に係る医薬品医療機器
法違反の検挙人員は前年同期比で
大幅に増加。その約8割は平成26
年4月1日施行の指定薬物単純所
持・使用罪等による乱用者の検挙。

○危険ドラッグ事犯検挙人員の
約7割は平成26年末までに認知し
たもの。

【銃器情勢】

○銃器発砲事件数は減少傾向が継
続。本年上半期は3件で過去最少。

○暴力団からの拳銃押収丁数は28
丁で過去最少。

【今後の取組方針】

○薬物密輸・密売組織及び末端乱
用者の取締強化と再犯防止のため
の関係機関との連携。

○流通形態の潜在化を踏まえた関
係機関との連携による危険ドラ
ツグ対策の継続。

○積極的な'情報収集による拳銃
摘発の強化。
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[iôpiSsal

匝画圃匝画
一驚司一苛苛9房Rﾃｮ

うち覚避剤亭犯検挙人員

うち麻向法率犯検挙人員
●

E 団 回
ｰ

E画一一睡

応副
回

一可而1

ｰ

11.577

766

1値2H23H24H25H26H26H27

． 上 半 期 上 半 期

回
｢露罷而両露雨琉詞

膜＝＝覚醒剤密

犯検挙件

o仕出地数

･一・一覚醒剤密輸入押

１
１

収量(粉末:Kg）

譜.7

H22H23H24H2SH28H26上半期H27上半期

’

332』 t
28；

ﾛその他法令違反の検挙人員
q

ﾛ交通関係法令違反の検挙人
貝

ﾛ麻向法違反の検挙人員

ﾛ指定薬物に係る疾塞晶疾鞭樋
器法違反の検挙人員

塁壁旨箇

型 回

H22H23H24H25H26H26H27
上半期上半期

危険ドﾗｯゲ事犯検挙状況の推移

§
兜
言
哩
捌
瞬
津
叫
１
．

匡＝l皐銃押収T鼠
●

に＝．うち暮力団からの串鹸押収T且

一統園昆砲串仲働

H22H23H24H25H28H28K27
上半期上半期

拳銃押収丁数等の推移

1～4

頁

5～7

頁

10～12

頁

15-18

頁



公安委 員会

説明資料No.4

1 概 要

指定暴力団六代目山口組の動向

と対策について

平 成 2 7 年 9 月 3日

組織犯罪対策企画課

暴力団対策課

(1)平成27年8月27日、指定暴力団六代目山口組は、同組から離脱の動き

があった13の傘下組織の組長等に対し、「絶縁」及び「破門」の処分を

下した模様

(2)離脱の理由は､弘道会中心の現行山口組体制への不満との‘情報がある。

(3)今後、離脱組織により、新団体が設立されるとの'情報がある。

2都道府県警察に対する指示の状況
、

(1)通達の発出

平成27年8月27日、都道府県警察に通達を発出し、

○関連'情報の収集及び報告

○警戒の強化

○取締りの徹底

について指示した。

(2)「全国緊急暴力団対策・取締担当課長会議」の開催

平成27年9月2日、警察庁に都道府県警察の暴力団対策及び暴力団の

取締りを担当する課長を集め、全国警察を挙げた各種取組の強化を指示

した◎



公安委員会 平成27年秋の全国交通安全運動 平成27年9月3日

説明資料No.5 等の実施について 交通企画課

1実施期間

平成27年9月21日（月）から同月30日（水）までの10日間

2主催

内閣府･警察庁等10府省庁､都道府県､市区町村､(一財)全日本交通安全

協会・自動車安全運転センター等13団体

3運動の目的、運動重点等

広く国民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通事故防止の徹底を図

ることを目的とする。

(1)運動の基本

子供と高齢者の交通事故防止

(2)全国重点

○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止（特に、

反射材用品等の着用の推進及び自転車前照灯の点灯の徹底）

○後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの

正しい着用の徹底

○飲酒運転の根絶

(3)地域重点

地域の交通事故実態等に即して必要があるときは定める。

4警察における運動推進の基本的な考え方

本運動を交通死亡事故抑止に向けた取組強化の絶好の機会と捉え、自治

体や関係機関・団体と連携して交通安全意識の高揚を促進する取組を推進

する 。

5都道府県警察における主な取組事例

○高齢者運転者を対象に実車及び運転シミュレーターを活用したシルバ

一ドライビングスクール 【秋田県警察】

○自転車の安全利用を図るための三世代ふれあい自転車大会

【鹿児島県警察】

○明るい服装や反射材の視認効果の体験等を含む夜間の交通安全教室

【栃木県警察】

○子育て中の母親を対象としたチャイルドシートの正しい取付指導及び

シートベルト着用効果体験【沖縄県警察】

6その他

○通学 路 に お け る 全 国 一斉取締りの実施【各都道府県警察】


